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日 時 令和４年７月２２日（金）１９時００分 ～ ２０時３０分 

会 場 緑陽中学校 体育館 

出 席 者 数 １５名（うち学校関係者３名、報道関係者１名） 

市 出 席 者 吉田教育長、髙山委員 

吉田教育部長、下野教育総務課長、相木主査、田中主任、中島主事 

 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

吉田教育長から挨拶。 

 

３ 教育委員会からの説明 

資料に沿って、教育総務課長から説明。 

 

４ 質疑応答・意見交換 

【参加者】 ○教育委員会と直接話できる機会ということで参加した。子どもが 2年生と

5 年生の時に緑ヶ丘小学校の合併を経験したが、個人の意見としては合併

にはすごく賛成している。資料のように箇条書きにすると、合併のデメリ

ットが多いように見受けられるが、合併して良かったと子どもたちも言っ

ており、親から見ても本当に良かったと感じている。緑陽中学校は、今で

こそ 3 年生が 2 クラスだが、各学年 1 クラスという状況が 5～6 年続いて

いたので、もっと早くに合併の議論をして欲しかったというのが本音。 

○合併したときに、式典の練習がすごく大変で、子どもたちも泣きながらや

っていた。今後はそういったことがないようにしてほしい。 

【市教委】 ○前回の統廃合時の会議録等を読み直している中で、平成 17 年のスタート

の段階から、将来、緑陽中学校が 1クラスになるのが見えているがどうす

るのか、というご質問をいただいていたが、そうした部分にしっかりとお

答えできていない部分があったと感じています。当時の質問でご心配いた

だいた部分は、こうして現実の問題となってしまっており、その中で当時

の教育委員会としては、一度合併を経験したお子さんが再び合併を経験す

ることのないようにということで進めてきました。しかし、前回の統合は

およそ 7年かかっていることを踏まえると、もっと早く議論を始められる

可能性はあったと考えています。当時は、こういった議論を始めることで

お子さんが傷つき、また、保護者の方を不安にさせてしまうといったこと

を避けたものと考えています。 

○いただいたご意見の式典とは開校式等のことでしょうか。 

【参加者】 ○そのとおり。開校式の練習がすごく大変だったと子どもから聞いていて、

自分も 1年生が練習で泣いていたのを見ていたこともあり、そこまでして

行わなければいけないものなのかと感じる。今年も緑ヶ丘小学校が開校 10

周年ということもあり、教頭先生が式典行事をよい形にしたいということ

をしばしば言われるが、教頭先生が子どもや教諭の負担が少しだと思って

別記様式(第 3条関係) 
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も、それが一般の教諭に下りてきたときには、そうはならないのではない

か。そういった指示系統が下がっていったことにより過去にそのようなこ

とが起きたのでないかと思う。そういったことに時間を取られる子どもが

かわいそうなので、次の機会がある場合は簡素にしてもらうなどの配慮を

してほしい。合併の話は子どもたちともするが、その折に子どもから機会

があれば今のことを伝えてほしいと言われたので、この場で言わせてもら

った。 

【市教委】 ○そのような形で子どもが意見を要望するということは、子どもたちにとっ

ては相当な負担だったと感じ、当時至らなかった部分だと考えます。現在

は教師の働き方改革を推進しており、入学式や卒業式等の式典行事を簡素

化しています。そういったことを踏まえて、統廃合となった場合は、お子

さんが傷つかないような形で行事が実施できるよう、学校とも話を進めて

いきたいと思います。 

【参加者】 〇複数学級のメリットもあるが、1 クラスであることはメリットがデメリッ

トより大きいと昔、教師だった経験から感じる。例えば、単学級では時間

が経つにつれて子どもたちの中で人を受け入れる力が身につきやすく、成

長するにつれて人の良い面を見ることができ、1年生の頃は喧嘩が絶えな

いクラスも、いろいろな個性の人たちを受け入れられるようになっていく

ような力が単学級だと養いやすいと感じた。クラス替え等でバラバラにな

ってしまうと、嫌な面しか見られずに終わってしまう関係も、時間をかけ

て良い面を見つけられるということにメリットを感じている。ただ、複数

学級の良い点も多くあるのは認識している。説明を聞いていると、教育委

員会の考えはなんとなく統合に傾いているのかなと感じた。 

〇別の視点として、今説明のあった資料の中にも登校時間や距離ということ

があったが、それに加えて「カバンの重さ」というのが子どもの負担にな

っている。今日も終業式で自分の娘が置き勉等を一斉に持ってきたが、カ

バンの重さが 13 ㎏あった。今日は特別だが、普段も 7～8㎏は当たり前に

あり、本当に 2～3km 歩くことが適正なのか、そういった側面からも考え

てほしい。子どもたちの体の負担というものが、今は目に見えなくても、

将来に渡って腰など身体のいろいろな部分に影響が出てくるおそれがあ

ると思うので、統合を考えるとしても、子どもたちの徒歩通学の体の負担

については対策をしてほしい。例えばスクールバスなど、通学に当たって

こういった環境を整え、対策を考えていますという青写真があると統合の

ハードルが下がると思う。統廃合となるとそういった通学時間などの身体

への負担が気になり、今でも疲れて帰ってくる子どもを見ていることや、

単学級のメリットを考えると自分は現状が良いと考える。教育委員会で統

合と決定した場合は仕方ないことではあるが、そうなった場合は先ほどの

ハード面について検討していただき、提案していただきたい。 

【市教委】 ○おっしゃるとおり、単学級、複数学級でそれぞれメリットがあり、それと
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同時に単学級のデメリットや、複数学級で規模が大きすぎることのデメリ

ットもあります。ここに絶対的な正しい答えはないと考えており、これら

を踏まえてどういった選択を取っていくのかということを、皆さんと一緒

に意見交換をして探していきたいと考えています。統合を念頭に置いてい

るのではないかというように受け止められたということで、それはこちら

の説明の仕方があまり良くなかったものと思います。最初に申し上げたと

おり、教育委員会としてはどうしたいという答えはなく、いろいろな意見

があると思うので、意見交換の中で一緒に答えを探していきたいと考えて

います。 

○続いて、カバンの重さということで、自分も中学 2年生の娘がおり、部活

動をやっていますが、本当に重たいですよね。これについては、私たちも

課題と認識しているところです。現在の教科書を見ると、自分が学生だっ

た時と比べて厚く、また、紙質が良くなっており、一冊一冊の教科書が重

くなっていると感じ、これについても何か配慮する必要があると考えま

す。 

○仮に統合を考えるのであればということですが、統合することによるデメ

リットは必ず出てくるため、通学にかかるお子さんへの身体の負担などに

ついてもあわせて考えていきたいです。また、そういった解決の具体策等

のお示しを教育委員会からさせてもらった上で説明すると、議論も弾むの

ではということでしたが、繰り返しにはなりますが、本日は我々としても

答えを持っていないため、皆様のご意見を聞き、時期は未定ですが、それ

を踏まえていくつか答えの候補を皆様にお示ししたいと考えています。そ

の時に、この案はこうしたメリットがあり、一方でこのようなデメリット

があるといったことをお示しできると、より皆さんと考えを深めていける

と思っています。 

【参加者】 ○資料の中に免許外の教員とあるが、現在の人数は。 

【市教委】 ○緑陽中学校については、現在はいません。西部中学校で少し出てきている

状況です。現在は「加配」と呼ばれる、国で特別に措置される制度により

人員を配置していますが、それがあたらないと免許外の指導が出てしまい

ます。数年前に広葉中学校でもそのような状況になっていると認識してい

ます。 

【参加者】 ○このままいくと、何クラス程度になると免許外指導が出てくるのか。例え

ば、緑陽中学校は現在 3学年で計 4クラスだが、これが維持されれば免許

外は出てこないのか。 

【市教委】 ○学校ごとの配置人数は学級数に応じて決まっています。その中で緑陽中学

校は、現在 7名の先生が配置されています。現状、一人一教科では足りな

いため、今は複数免許を持っている教員を配属して対応しているところで

す。教員が少なくなる学校については、そういった人事上の配慮を北海道

にお願いして複数免許を持った教員の配置に努めています。 
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【参加者】 ○道立学校では学校間連携指導を行っている。例えば、技術の教員がいなけ

れば、隣の学校にも教えに行くといった仕組みがある。義務教育諸学校で

はそういったことは考えられてないのか。 

【市教委】 ○リモートによる遠隔授業でのサポートする例はいくつかありますが、義務

教育では現在そういった仕組みはありません。ただ、加配という仕組みに

より、例えば、技術家庭科の担当教員が、専門的な指導を行う教員として

複数校を巡回して授業を受け持つという方法があります。実際本市でも、

西部中学校の技術の教員が他の学校に指導を行っています。これらは加配

がないとできませんが、一般的にはこの形で対応しています。 

【参加者】 ○加配はいつまであるものなのか。ずっと確約されるものなのか。 

【市教委】 ○基本的に毎年申請するものです。1年、または数年ごとに更新され、将来

的に永久に確約されるものではありません。 

【参加者】 ○専門の教員が他の学校にも指導ができるような仕組みをつくっていかな

ければ、教育機会の平等が保たれないのではないか。 

【市教委】 ○今お話しした加配というものは時限的な対応です。今言われたような、定

数の配置の中で教員が隣の学校の担当教科を受け持つという仕組みも、制

度さえ整えばできるはずですが、今のところはそこまで至っていないのが

実状です。しかし、例えば、特別支援学級がある学校は、そこの教員は特

別支援学級で教科の指導を行いますが、そういった教員が通常学級に回っ

て指導を行うという工夫もあります。また、免許のある教員が全く足りな

いとなった場合は、道教育委員会に「免許外申請」を教員からしてもらい、

講習を受けて仮免許が発行された形で指導を行うことができる仕組みも

あります。ただ、ずっと専門的な指導ができるかというと、あくまで時限

的な免許であるため、法的に問題がない仕組みでも教育的にはより良い環

境をつくる必要性があるということについては認識しています。ただ、現

状はこういった制度の中で動いているということになります。 

【参加者】 ○先ほど、重いカバンということで教科書自体が重たくなっているとのこと

だが、デジタル教科書導入の検討はあるのか。デジタルならばパソコン 1

台さえあれば全ての教科が見られるため、重たいという部分に対しては対

応できるのではないか。紙ではないことのデメリットもあると思うが、市

ではそういったものの導入は考えていないのか。 

【市教委】 ○デジタル教科書の導入については、今まさに国で議論しているところで

す。教科書制度は国の検定を通り教科書として認められたものを使うので

あれば無償で配られるという仕組みです。現状は、紙媒体の教科書のみが

対象で、デジタル「教科書」という名称ではありますが、国の検定の対象

になっておらず、有償になってしまいます。お子さん一人一教科数百円と

いう金額を市の予算でお支払いしなければいけないということで、約

4,400 人の児童生徒に全教科分をそろえることが難しいのが現状です。国

でまさにデジタル教科書をどういう位置づけにしていくのかという議論
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をしているので、現状は、そういった国の動向を注視している段階です。

おっしゃるとおり、デジタルになれば自宅からでも見られることで、持ち

運びの負担が減ってくるというメリットがあることは認識しています。 

【参加者】 ○中学校の統合の話は、子どもの教育の視点もあるが、周辺の地域づくりが

どうなるのかと大きく関連していると考える。未就学の子どもが 2 人お

り、もし統合された場合、ちょうど子ども達が就学時期を迎えると思うの

で、どこまで通学しなければいけないのかという不安がある。今は緑陽中

学校があり、ここに通うことになるだろうということで安心して家を構え

たが、この学校がなくなり広葉中学校まで通わなければいけないとなった

らすごく大変で落胆する。加えて、ここは坂の上なので行きは下りだが、

部活動等を終えて疲れた子どもが坂を上って山手町や里見町まで帰って

こなければならないとしたら、本当にしんどいだろうと思う。もし、自分

がこれからこの地域のどこに住もうと考えたときに、ここに中学校がなか

ったら、里見町や山手町は選ばない可能性がある。 

○今後、北広島市が若い人を呼び込みたいということで、若い人がどこに住

むのかを考えるときに、ここに中学校がなくなってしまうと、団地の山の

上はこれから子育てしようと思っている人たちにとっては魅力半減にな

ってしまう。そして、若い人が来ずに高齢化が進んでいって地域の衰退に

つながるのではないだろうかと危惧している。個人的には、統合して児童

生徒数が増えることのメリットもすごくあると感じる。自分も緑陽中学校

の卒業生だが、昔は 1学年 4クラスあっていろんな経験をできたし、たく

さんの別の小学校の人たちと中学校で出会えたこともすごく自分にとっ

てプラスだったので、生徒数が増えること自体は良いことだと思う。しか

し、この地域に中学校がなくなってしまうとどうなるんだろうとすごく不

安を感じている。 

【市教委】 ○地域づくりの視点が大事ということでおっしゃるとおりだと考えていま

す。我々もそういった意見を踏まえて考えていきたいと考えています。 

○本日、我々は教育委員会として来ていますが、庁内的にはまちづくりを所

管する企画課や地域コミュニティを担当する市民課などで検討委員会を

つくっています。今は教育主体で動いていますが、庁内にも様々な情報を

提供しながら最終的には団地の魅力向上、人口増加につなげられるように

検討していきたいと考えています。 

【参加者】 ○自分は江別市出身で、中学生のころ、3つの小学校が 1つの中学校に進学

していたが、その小学校のうち 1つがすごく遠いため、特別にその地域か

ら進学する子どものためにスクールバスが出ていた。例えば、今後統合と

なった場合にも、そういった家から学校までの通学について、地域のバス

会社等と連携を取ってスクールバスを出すようなことは検討できないも

のか。 

【市教委】 ○国の手引きの中で、統合することによって通学距離や通学時間が長くなっ
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てしまうといったデメリットを緩和するような方法を考えることになっ

ています。その中で、今言われたスクールバスといった選択肢もあります。

砂川市も今5つの小学校と2つの中学校を1つの義務教育学校にする取り

組みをしており、全市で一つの学校となる予定です。一番遠い学校からの

通学距離が 12km になるということで、通学にスクールバスを出すことと

しており、移動に係る負担を少しでも軽減するよう取り組んでいます。

様々なご意見をいただいて案を練り上げていく中で、仮に統合となった場

合には、統合によるデメリットの緩和策の検討も一緒にしていくことにな

ります。 

【参加者】 ○今年北広島市に家を構えた。家を建てるにあたって、学校が近くにあるこ

とを前提として考えていたので、住み始めて今回こういったお知らせを受

けて不安になって参加した。自分もここが母校であったが、小学校の統合

後、生徒が少なくなったが、少人数でクラスを分けることはメリットであ

ると感じている。自分が大人数でクラスがたくさんある中で授業を受けて

いた時よりも子どもと先生の距離が近く感じるし、目が行き届いていると

いうのを感じる。 

○統合してしまうと通学距離がかなり厳しいと感じる。現在、悪天候時など

は車で送迎する保護者が多く、朝の登校時に車がたくさん止まり、下校時

も学校の周りに一列に車が一斉に止まる。何度かお知らせももらったが、

駐車のことで近隣住民とのトラブルも起きており、車の出入りが多いと子

どもたちの登下校も危ない。万が一、統合により通学距離が増えてしまう

場合、スクールバスなどの通学の安全性を確保した手立てが欲しい。また、

西の里の小学校ではスクールバスが運行していると聞いたが、市内でもそ

ういった取組みは実施しているのか。 

【市教委】 ○学校が近いからこの地区に住まいを建てられたということで、今回のお知

らせで不安にさせてしまったことを非常に申し訳なく思っています。通学

距離について、緑ヶ丘小学校は校門から玄関まで坂になっているため、そ

の下のところに車が並んで幼稚園まで列が伸びているかと思いますが、そ

の中で地域の方からご意見をいただいたり、車が並ぶことでお子さんとの

接触等、交通安全面のご心配があることはうかがっています。個人的な意

見ですが、今つくられている学校は保護者の車での送迎が前提となってい

ないと感じています。例えば、東部小学校は道道から細長い道を通って駐

車場にアクセスします。駐車場自体も狭くなっていますが、奥に学童クラ

ブがある関係でそこにひっきりなしでお迎えの車が出入りしており、東部

小学校の保護者の方も心配であると思います。今後、学校を建て替えると

きなどには、車とお子さんの動線分離といったことも新たな課題として考

えていく必要があると考えています。 

○スクールバスについては、西の里小学校が市街地から離れているため、虹

ヶ丘でいくと 2km 以上離れているということで、北海道バスにお願いして
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スクール便を運航しています。それを、小学校 1年生をはじめとしたお子

さんが利用しており、今スクール便を出しているのは西の里だけとなって

います。 

【参加者】 ○校舎の活用について、学校で習い事ができる、地域で活用するなどの案が

出ているが、こういったことを具体的に進めていくというような実現する

動きはあるのか。 

【市教委】 ○先ほど説明の中で、文科省の新しい学校施設のあり方ということでご説明

させていただきましたが、こういった地域施策への共同利用といったもの

が掲げられており、共に創造する空間として「共創空間」と言われていま

す。私が施設長寿命化計画という計画策定の担当をしていた際に、東京の

学校を見に行ったのですが、そこは校舎が 2線になっており、アルファベ

ットの H字型になっていました。職員室や普通教室がある教室棟と廊下を

挟んで反対側の棟には特別教室を一か所に集めているつくりで、日中は特

別教室を含めて学校施設として利用し、放課後は廊下の施錠等をして学校

の区域とは分離をした上で、地域に開放した社会施設として活用している

とのことでした。その学校では小学校 5年生の図工で陶芸を学び、地域の

陶芸サークルの皆さんが、同じ場所で子どもがいない時間に地域の施設と

して利用し、さらに地域の力を活かして、その地域の人が小学校の図工の

時間に連携をしていくといった取り組みがあり、非常に面白い学校だと思

いました。こうした形の学校も、今後増えてくるのかなと思っています。

しかし、こちらの校舎もそうですが、動線の分離といった安全面の部分に

ついて、安全に地域に貸し出せる造りになっていないため、実現にはそう

いった点も将来的な課題になってくるかと思います。 

【参加者】 ○自分が子どものころは、スーパーや本屋、商店などがあり不自由なくこの

あたりで育った。今はコンビニしかない。この状況で緑陽中学校がなくな

ったらここに住む価値がない。店も学校もないとなると転居も考える。こ

の地域は空き家も空き地も増えており、寂しくなったなと感じる。学校が

残ってくれるのが一番だが、できればお店等ができないかなと思ってい

る。市としてこの地区をどうしていくかということも考えていかなければ

いけないのではないか。 

【市教委】 ○地域から学校がなくなることで、人口増加につながらなくなるのではない

かということで、そうした部分については、いただいたご意見等も含めて

庁内で横断的に本市のまちづくりを進めていきたいと思っています。 

【参加者】 ○統合するとなった場合に、広葉中学校を校舎とするのか、もしくは、緑陽

中学校を改築してこちらにまとめるのか、または、違う場所に新設するの

か等の選択肢について、具体的に構想されているものはあるのか。 

【市教委】 ○現段階での構想は何もありません。繰り返しになりますが、統合ありきで

なく、いろいろな意見を聞きながらどういった方法があるのかということ

をまさに検討し始めた段階ということでご理解いただければと思います。
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なお、一点、新しい場所への新築とありましたが、団地の地区の中でこれ

だけの面積を確保できる場所等がなく、土地を新たに市で購入するといっ

たこともなかなか厳しいということで、その案については、個人的な意見

としては、一番可能性として低いと考えています。 

【参加者】 ○中学校同士を統合という形で話が出ているが、この地区で小学校と中学校

を同じ施設として学んでいくという形も構想としてあり得るのか。 

【市教委】 ○あり得ます。平成 28 年度に法律が改正され、義務教育学校という新しい

学校をつくることができるようになりました。小学校 6年間と中学校 3年

間の計 9年制の学校という新しい選択肢が示されたところです。5月 21日

の教育講演会では、実際に義務教育学校をつくった帯広の大空学園の方に

実際の事例をお話しいただきました。いろいろな選択肢がある中で、どう

いった選択をするのが子どもにとって良いのか、また、ご意見のあったよ

うに地域といった面もありますので、こうして意見交換を重ねて答えを模

索していきたいと考えています。 

【参加者】 ○仮に統廃合が決定した場合、それを保護者や子ども達にはどのくらい前か

ら教えてもらえるのか。 

【市教委】 ○何年という具体を示すことは難しいですが、仮に統廃合となって今ある学

校を利用する場合、校舎を改修する必要があります。学校の授業と並行し

て工事を進めるため、最低でも工事に 2年かかります。また、その工事を

するために基本設計という工事の方針を固める工程があり、それに 1年を

要します。さらにその設計をするために大きなコンセプトを決める必要が

あり、それにも 1年かかりますので合計 4年は最低でもかかると想定され

ます。基本設計は統合が決まっていなければ着手できないため、それを踏

まえると最低でも 5年以上前にお知らせすることになるかと考えます。少

なくともその程度はかかるということになります。 

【参加者】 ○要望として、個人的には合併したほうが良いと思っているところだが、現

実として、部活動の関係で緑ヶ丘小学校から広葉中学校に、双葉小学校か

ら緑陽中学校に進学している子どもを見ていると、やはり合併となりどち

らかに通うことになった場合の通学の負担が大きいと感じる。そこで、事

前調査としてそういった子どもたちに別の学校に通ってみて実際どう感

じたか、通学がどうだったかを調査できると良い。可能であれば子どもた

ちの実際の声を聞くといったアンケートなどあれば参考になるのかなと

考える。 

【市教委】 ○実際に区域外から通学しているお子さんから意見を聞くということは非

常に参考になると感じます。今後そういった機会も含めて検討させていた

だきたいです。アドバイスありがとうございました。 

【参加者】 ○先ほど教科書の電子化ということを国が考えているとのことだが、合併や

統合といった議論の前に、今年から GIGA スクール構想で児童生徒に一台

パソコンがあたっておりハード面が整ったと聞いている。そこで、これか
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らはソフト面を整えてほしいと感じている。例えば、授業をインターネッ

トから、Zoom 等を活用して外からも見られるようにするといった環境整

備も行ってみてはどうか。そうすれば、クラスに入っていけない子どもた

ちも同じ授業を受けることができる。また、ひとつの授業を複数の学校で

見ることができることで、市内の教育水準を上げたり、同一にすることが

できるのではないか。こういったことが発展していくと、学校そのものが

いるのかという議論にもなるのではないか。例えば、離れていても週に 3

日学校に行けばよいということにして、それ以外は自宅で授業を受けるよ

うにするといったことや、近くの公民館に生徒が集まって、そこで授業を

受けるといったことも将来的には可能になるのではと考えるので、そうい

った未来の夢の話も今から検討していってみてはどうか。統廃合という暗

いイメージのことばかりでなく、明るい形で何か検討を進めていってほし

い。 

【市教委】 ○これからは、多様なお子さんがいる中でそういった多様な学び方も大事に

なっていくと考えます。4 月に内閣府が報告を出していますが、その中に

未来の学校のあり方というものもあります。ソフト面の充実ということ

で、Zoom での授業の配信が挙がっていましたが、実は、既に一部取り組ん

でおり、私の娘もコロナに感染し自宅待機になった際に学校が Google 

Meet を利用して授業の配信を行ってくれました。10 日間学校に行けませ

んでしたが、大きなメリットとして、Google Meet を通して授業の板書を

確認することができた点がありました。もう一点、娘が喜んでいたことが

あり、教室の後ろに端末を置いて授業を映していましたが、その中で同級

生が画面をのぞき込んだり、手を振ってくれたりといったコミュニケーシ

ョンをとることで、自宅にいながらも学校とのつながりが切れずに保つこ

とができました。また、他のオンラインで授業を受けている友達とも話を

することができ、教室に入れない子どもも学校の授業を受けることができ

たということで、学校には非常に感謝をしています。 

○ひとつの教室の授業を他の学校に配信し、他の学校が見られるようにする

と教育の質も上がっていくのではないかということについては、おっしゃ

るとおりだと感じます。昨年、小中一貫全国サミットというものを市がオ

ンラインにて開催しましたが、こちらについては、市内の発表校で実施し

た授業を配信して、市外の学校からも閲覧できるようにしました。このよ

うに学校に行かなくても学ぶことができ、距離や時間等の制約を取り払え

るというのは ICT のひとつの強みだと感じています。今後もそういったも

のを積極的に取り入れつつ、一方で、アナログ、対面の良さもあるかと思

いますので、これらの組み合わせを探していく段階だと感じております。 

実は ICT の整備も当課で担当しており、ICT 活用推進計画というものが

令和 3年 4月からスタートしています。まず、この 5年間は「学びの変容

にチャレンジ」というテーマを設けて活用を進めているところです。今ま
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での紙や黒板、チョークでの授業が大幅に変わった 1年目、2年目になっ

ており、そういったチャレンジをしていく段階ということで、保護者の皆

様にもご理解をいただきながら、学校を応援していただければと思ってい

ます。 

 

 

 

５ 閉  会 

 

 


